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港 区 の 旧宅 
北野 アツ シ エ ーション 名 義 
渋谷 区 の 新居 

埋 子 夫人 の 住む 視 股 
北野 アツ シ エ ー シ ョ ン 名 義 
世田谷 区 の マン ショ ン 
築 26 年 の 4 階 間 て 
北野 企画 名 義 
新宿 区 の マン ショ ン 
築 26 年 の 3 建 て 

夫 旨 共有 名 義 

町 田 市 の マン ショ ン 
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30 年 前 【 


AM 
MM 


り 


な 
(99 年 没 ) 


菊次郎 = さき 


内 
調理 師 (37) 


| 状 


「 災 さ ボマー ド KS 号 馬 @ 填 民 ロ 閉 い 
前 赤 じ " 妨 則 叶 環 や 足 の 映 外 ” 三 革 
6 拓 療 ペ 尿 ′ 填 層 せ 水 藤 求 十 ” 背 尉 せ 
因 べ 超 応 「 媒 秘 ト 穫 AH ロー へ 年 へ ] 
( 補 夫 き 盆 中 氷 ) @ 志 所 玉 で 丸 ! 

「 つ 和信 つ 半 時 の 下層 技 球 Jp 
で ち つ 公司 くし 上 虹 っ 層 で " 陣 寺 / 群 マ 
ボマーK さ おやつ 恩 べ ら 志 響い し 
っ い @| ( 折 位 家具 宮 ) 

尋 皿 係 G 記 二村 圭 G 叶 りり ぐり せ 罰 マ 
張 深 応 会 水 衣 G 王 志 描 ( 志 豆 )“ 

「NG せ し JJ お SW 屋 く 志 拉 じ つつ 
GS 多 ン 人 タン 8 中 民 “ ロ 郡 々 ボマー 
K 端 つ 刀 っ り 昭 いし っ @G し せっ 
公 ] ( 征 二 @ 搬 層 認 朱 字 ) 

共 爵 寸 全 葉 給 wtQ* 

「 忌 むつ *。G 所 ロ で 星 来 !JG 
填 型 ・ 着 球 hR"。 彼 中 ・ 選 二 sMe 
G め 下旬 じゃ つ ^ 嗣 加 し 必 R“ 環 
1JJp し OS 答 放 即 章 加 NWNJ 
つじ っ い @ り りき KK っ 避 夫 や He] 

下り S 尼 軍 侍 G 公 " 

「 密 因 G 十 WK ト ミ G ベ ーー く Y 
ーG 葉 地 め 正 Q 棚 低 レ K 中 ミ 下 只 G 
ミー トロ ーi ト ボーーSEJG 出 志 
つじ っ es? 反っ 1JQB 器 園 G 坦 府 
IN しま KIK や つじ っ 忍 り p 堆 
Q@ 詞 06 つ | (RW 展 @ べ ) 

1JG 長 べり t6tQ り ” 束 K 生 天 お つり 


ト 忠 に 足 G 凸 忠 凸 ” 判 田 旬 KG 雷 誠 
糧 本 患 尺 玉 暫 | 剖 租 じ G 赤 講 * 
構 「 琴 や R マ ー ド 」* 睦 Q 普 画 *W7 馬 
計 想 属 司 じ じ % 選 GS 過 中 宮 補 キ 
STNWmm 悦 ロ 全 で 丸 祝 撤 K” 玖 せ 
攻 困 rm ロロ 咽 守り WGH 
否 押 さ 政 で し レ っ で 忘 e 

1J@ 撤 凡 K!JN" 翌 貼 出 (86) G「 中 
避 G 耳 く ] つっ で で No 下 R*。( 四 W 
8) し Se? 皿 除 半 NG き で 所 さり つ 
で 還 HhQ レ し” K ふ て させ 無 甘 * m 召 思 
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今年 2 月 、「 重 複 障害 者 は 人 | 
ジ を 知人 に : 
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写真 ・ 梅 基 展 内 


※24253 の 緊急 寄稿 も あわ せ て お 読み くだ さい 。 
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小池 都 知 事 誕生 に 、 安 倍 旨 三 首相 は どう 対 詩 する の か 。 
自民 分 和 選 挙 の 舞台 裏 と 首相 の 胸中 を 、「 安 倍 政権 に も 
つと も 食い 込ん だ 記者 」 山口 敬之 氏 が 読み 解く 。 
3 

今回 の 都 知 事 選 が 「 内 ゲバ | と も 称 され る 陰惨 な 展開 
と な っ た きっ か け は 、 7 月 初頭 に 自民 党 中 枢 を 駆け 巡っ 
た ある 情報 だ っ た 。 

石破 茂 氏 が 増田 寛 也 氏 の 携帯 に 電話 を か け 出 馬 辞 退 を 
迫っ た と いう 噂 が 、7 月 2 日 の 夜 ま で に ご く 一 部 の 関係 
者 の 間 で 一 気 に 広 まっ た 。 石破 氏 が 増田 氏 に 直接 電話 を 
か けた か どう か は 未確認 と し な が ら も 、 
〇 小池 氏 の バッ ク に は 石破 氏 が いて 
て 党 の 意向 に 反し て 増田 氏 に 出馬 辞 明 を 迫っ た 
と いう 2 つの 情報 が 、 既 成 事実 と し て 関係 者 の 間 に 沈殿 
し て いっ た の で ある 。 炉 り 心 頭 に 発し た 自民 党 東京 都 連 
は 、 内 田 茂 幹事 長 を 中 心 に 徹底 し た 小池 潰し に 走っ た 。 
「 誰 を 都 知事 に する か 」 で な く 、 | 誰 を 都 知 事 に し な いか ] 
と いう 非 生 産 的 な 選挙 戦 の 構図 は ここ で 固まっ た の だ 。 


※ 

陰惨 な 戦い か ら 徹底 し て 距離 を 置い た の が 、 安 倍 首相 
だ っ た 。 関係 者 の 度肝 を 抜い た の が 7 月 17 日 夜 か ら 1 
週間 に わた っ た 夏休み だ 。 こ れ は 増田 氏 の 劣勢 が 判明 す 
る 前 に 決め られ た 日 程 。 安 倍 首相 は 、 情 勢 の 如何 に よら 
ず 、 最 初 か ら 超 然 と し た スタ ンス で いく つも り だ っ た の 
で ある 。 夏 休み が 終わ っ て も 、 増 田 陣営 か ら の 再三 の 懇 
願 に も か か わら ず 、 結 局 、 安 倍 首相 が 街頭 に 立つ こと は 
な か っ た 。 小池 陣営 は 、 一 連 の 首相 の 対応 を 「 分 裂 選挙 
の 補 根 を 残さ な い ] と いう メッ セー ジ と 受け 止め た 。 

安倍 首相 は 選挙 戦 終 般 、 周 囲 に こう 漏らし て いる 。 

「 ど っ ち が 勝 っ て も 、 党 内 の 便 裂 を 修復 する 余地 を 残す 
の が 党首 の 役目 な ん だ よ ] 

小池 氏 の 当選 が 確実 な 情勢 と な っ て いた 29 晶 午後 、 
安倍 首相 と 菅 義 偉 官房 長官 が 密か に 総理 執務 室 で 向き 合 
っ た 。 最大 の 難題 が 自民 党 都 連 の 立て 直し だ っ た 。 分 和 
選挙 の 未 の 敗北 と いう 結果 に 対し て は ケジメ が 必要 だ 
が 、 オ リン ピッ ク を 控え 都 連 が 機能 不全 に 陥る 事態 は 避 
けた い 。 こ の 段階 で 小池 氏 が 都 連 幹 部 へ の 復讐 を 宣言 し 
て いる こと は 、 官 邸 に も 伝わっ て いた 。 

選挙 期間 中 は 絶妙 な 間合い を 維持 し た 安倍 首相 と 小池 
氏 だ っ た が 、 一 連 の 経緯 か ら 独特 の 緊張 感 が 残存 し た 。 
今 関係 者 が 最も 注目 し て いる の が 、「 石 破 ] と 「 内 田 ]、 
2 人 の 「 茂 ] の 処遇 だ 。 こ れ が 、 自 民 党 を 分 断 し た 便 裂 
の 行方 と 、 安 倍 首 相 と 小池 新 都 知事 の 今後 の 関係 を 占う 、 
重要 な 試 金石 と な る 。 
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ー む "Se 振 整 洒 り 條 拘 し や や で せき 
に 区 己 計 時 肛 じ "5 丸 守 き べ 革 台 O 
や 天 完 ” 凛 区 ロ 二 層 ee 己 8SU 振 
SQ 名 人 S 医 所 つ じ っ 球 四半 @ 下 
中 G 皿 昼 W 和 て ペー ロト TN つ し じ っ 
部 1JGIJ 公 豆 皿 teG き "1JG 表 
尽 し 騰 き こ へ ロ ハ へ 公 空 提 細 距 落 を レ 
On@ 絆 RW 居 更 じじ っ っ 
し "で 是 宙 氷 JJIJNQ 公 で 旦 骨 号 G 
選 回 幸人 っ し つ ゃ * 

記 " 軸 環 G 若 吉 き 甘味 ン っ Ks 人 7 
1J ぐ 人 貴 寺 玉 麗 球 1JJD 記 っ 尋 ! JJ の 
S で 6 や で 人 56 さ に 居 澤 GS? 
思 \EG 年 し 厄 随 親和 円 苦 ] 避 忠 
いじ っ や やり 昭 で で 01 JJ レ し" 


範 随 軍 ぐ や 「 幅 種 」 り 「 虹 三 」 公 求 性 


血 中 京 境 昧 釧 岳 Gー の の の 員 り " 
臣 コ 吐 し らく 1 べく @ 跡 ロ 衣 台 OSo 
直 直 喉 殖 で つ 玉 "1JG 電 直 中 ホー 
N ロ つ し 7" 突 P7KI ト ユーG 表 倍 ・ 柚 
手 円 羽 ロ 6 で レ 「 く で 搬 宝 」 っ 
疲 才 9 で KO) り 8 さ 本 公 1JG 
組 直 6 思 べ きせ 隊 ロ 親 っ 妹 攻 聞 ロ 陣 
StQBQNtG 或 四 肪 選 机 つじ っ 
1J り 人 SQ で 公 Net6 い ロ 7 皿 財 壮 円 習 
で し じ っ 刀 りき りり し Be 和 y 超 直 
個 党 ロ 連 つ し っ 村 ” 人 回 G 咽 直り 
き お トーK ツ つじ せ ^ 譜 畠 臣 是 で 儲 K 
喘 党 大 寺 を 区 6 そ 外 紅 じ 昧 舞 Q 
W 然 級 外 寺 人 倫 で 6 析 只 1JG る 
SCG 直 直 "回 @ 客 調 JG 訪 り め 
WW 全 負 っ 玲 人 SN6s* 

で せ 記 前 区 G 思 て D′ し じ ロ 際 応 
只 若 MPYO で 応 末 田 そ けり 両 く つ 丸 政 Jp 


人 が 殺害 され 26 人 が 重軽傷 を 負っ た 事件 で 、 殺 害さ れ た 19 人 の うち 17 人 は 頸 動脈 た ど を 切ら れ て の 失血 死 。 植 松 容 疑 者 の 自宅 か ら は 大 麻 が 押収 され た 


る や 全 と Jp 四 中 対生 つじ 全 つつ 刀 り お リ 
只 「 際 | し SQ つり 障 編 つじ っ じ XS 
心 志 し jp" 記 藤 臨 中 寺 G 四 くせ 想 中 
祥 「 又 紀 に S@ り っ ひい TAN ユ 
ふ K 信 店 電 せ 民 玩 め 玉 いじ 記 光 皇 
つ " 憧 田 超 圭 G 恥 きれ 経 和 を 態 皮 
NE: で VP に YE らい 
いさ こま 5 こよ 議 つい 2 く だ りこ CV 
つじ し っ や きせ 暫し" JIJOS 人 回” 暖 
侯 光 昌幸 糧 詳 W 二 いで 坦 紀 純 隊 聞き 

功 中 父 つ 凡 り りり 「 幅 提 ] S り 朋 思 つ 
じ っ etn し * 

博 寺 時 9 克 隊 折 G や 肢 W 入 つ ン 中 
し 玩 放 つや OS 6 和 y* 坦 細 隊 折 居 仙 
1@ 季 中 ′ 恥 剤 円 竹 人 守 男 R ツ 下品 
台 領 要 W 琴 し っ りり 稚 / 団 EG 斗 
革 振 GND 熊 旧 据 路 合 別 中 因 
SQ で 全 で Na" 中 固 せ 1J で 人 拉 則 


押 池 の YAGAT RDNS や へ へ 
ー ド じ 坊 W 選 谷 つ お 帆 財 7 NHN や 
ミト 喜 品 W… 攻 唱和 人 いじ 還 換 や へ 
ペー ロ 写 人 各 で 丸 恥 玉 D ぐ 人 直 
G 指 器 ロ 妨 つじ っ で JJMRQ で 


「 由 つっ !J り Wet@ 刀 


四 纏 臣 G 直 和 し 鋼 無 YO で で 坦 紅 季 隊 
押 り " 判 里 せ じゃ 絹 つ し っ nQ ト ロ 超 寺 
G 四 べく SQ ロ 球 盟 lpieG せ 皿 の 
G 屋 二 庄 S ち 只 由 つ ン NG 大 坦 較 ロ 
短 で る っ べ 更 貢 !J り 公 円 欄 寮 り 間 rm 
し っ @ 旦 し p" 咽 竹 " 幼 燃 しめ ベ レ 
7 団 購 聞い し っ いひ GS7 UiJ 公 し 
忠 千 つ し っ tjJ り 全 諸 っ 1J り 羽 | 長 
いじ っ fs JJ 味 時 幸 4N 選 下 
⑯ 公 や レ っ い ト ロ 天 圭 G 思 くべ お 8 
下 べ SQG 思 「 府 っ ] JIJ 人 7 
「 帳 つっ 」 思 つ じ っ い eS し "1J で 
ペコ G 寺 互恵 祝 せ 人 6 で 作 や で で 
じ 束 QB7「 帳 つっ 1JJ や 5」 や 舞 
7 回 つっ JJ 人 SG 愛 く ] 
選 拉 上 レ つ He ひし 公 Q8" 

ひる JO7 判 昧 し 盾 Gt の ロ 
部 財 m\@ ト ロ 公 下 男 で GS き ^ 1J で QG 
昌 ロ ーK 回 K 甘 潮 fpelJJ レ 「 ズ 
丈 綱 衝 | つっ 心 攻 水 「 齋 表 蘭 ] G 中 下 
球 つ し ^ ズ 牙 朝 失 @ 徹 独 公 葉 低 つき 
つ 代 レ つ He JJ レセ "NG 性 
し じき" る 財 や て 拉 谷 凌 や G 凌 菩 じ * 京 
県 べ 欠 恨 太 り っ 心性 球 G 尿 G 間 個 ] 
G 葵 人 守 思ふ つじ 介さ 油 つ 公夫 
下 辻 人 各 っ 心 「 く G 革 | 史 包 寺 0 侍 
っ 5 ロ 7 「 球 嘱 椅 く ] SSJOG 「 凸 
三 G 固 員 ] ロ き いし つい レ っ で つら 
を っ ぐし つき 心 会 で 1JG 柚 6 測っ 


公 章 やじ っ ポ つ で ? 

「 貴 手 字 G 貢 WO で 刺 骨 ] 「 撮 衣 レ 
講 っ し っ 翼 中 G 購 民 GK ち 球 押 ]「 冊 
YK | 半切 Q で レス っ い 居 G 職 計 写 皿 
| 「 睦 纏 池 愉 異 瑞 宗 過 ロ 01JJ め 
仙 つ 人 S さ 人 や ]「 朋 整 し 飛 沙 NSNo 
ズ 玉 人 糸 Yo で NeG き りり しめ 敵 つ コン” 
マン @ 要 つ 丈 夫 6」 

WG 1 RIJG 由 貯 せ 8 Gt 
代 蹴 揚 人 時 p 遇 陵 つ Np" 

「( 箇 皿 聞 和 民 轄 eiJJ じ ) 鬼 出 表 判 
区 半角 求 終 抱 |J り し WONG 公 め 
つ で っ]「 遂 牧 押 交 半 !J) き に 振 
W 明 KK し 叶 t0i1J り 只 し 0 [ 応 
せつ 上 ON 回 咽 過 おり 多 S や 6" 
求 水 べ くき G 公 p 展 で や で ]「 蛋 絆 号 
松 p 敵 外 * 1J で QW 朋 叶 つじ 葬 む で 
せり 間 NW じ 介さ 6 村 "1」 未 男 区 お で 87 
っ いし め 半 用 W 志 選 敵 つ 」 

1JG 由 累 衣 性 人 SQ 撮 愉 店 GS7 
因 財 握 坦 記 絡 随 折 GQ ロ き 「 円 三 ] 
ツ 「 睦 三 ] 人 由 まい NG 届 ロ 欄 振 
っ し じ っ っ 届 」 JJ し "つつ 公 つ 交 せ 7 
思 に 個 福 人 9 し っ を 団 過 上 ロ 持っ し 
7 便 回 竹 ] 己 型 く JT Hi 
の で やぶ コ いた さら ECAE さ IS) 
"1JIJ し 輸 っ じじ "人 判 昧 
コ 臣 つ OS で 膨 家 織 G 押 析 史 
飽 公 ロ 下 所 つ いい SN@G し せっ 人 
居合 い っ し 衣 江 つ fs* 

擬 G 争 是 出 NRKQS 和 SQ 超人 
召 4 半 過 間 了 0 レ っ 66 の 選 要 WW じ っ 
SG SO 還 他 話 ” 時 終り K 咽 党 マ 
WeIJ4n レン” [YKINS 男 1G 昭 束 
穴 や や で レト ロロ 拶 te 抱 押 千 160 ロ 
Nun し s6S8" TNINNKG ローKK 
畠 @ 品 四 mG 二 ロ 算 培 周 間 喘 根 の や で 


じ っ Nes" や G 掘 肖 し せ ^ や で つじ 人 
旦 豆 S「 攻 く ] レ じき 8 公 で SS し js" し 
や を で レ つ で 8 中 更 / 嘱 析 尿 で lpG 
$VGA 有 財 終 り 午 E 理 只 7 三 翌 的 
つ し っ い @G せ 識 G 思 り め 品 ^Q 全 し "| 


人 SG 計 べ 」 っ 心 飛 対 


っ 直 直 幸作 公 の 吾 ho 上 8 多き 
環 回 で じゅ p" べく G⑯G ポ 尽 史 維 ン ツリ 
っ Q” 居 G 環 ン @ 駅 民 人 直人 SQ つ 
公 伯 ご 作 や で " 

つ 公 つ 県 寮 豆 9!JJ 選 提 WSteJ” 
せり DS で SG 細 壮 丈 江 人 科 CO を 
っ ちや で" GR 所 き る いし" 
WW で "1JG 納 6 夫 寺 き トロ] 選 J7 
mM01 JJ し "の つ 7 
坦 宗 時 区 隊 聞 人 トロ KK] し SM の 
ざっ 心 衣 編 只 線 能 多 想起 幸人 S で で 
Q” 尽 め 中 閉じ 選 艦 〇 避 舞 同 < く 正 
光 Q や お さ つ 人 人 で 8 し つや" 

商 し せき" トロ 距 陣 や や に イト 
T で し 据 貞 人 GRKG 彰 器 に ロ 昌 で 
し っ っ fs で? 掲 記 随 字 き 介 財 QR 
ロコ" 四宮 界 * 思 村 区 公 Q 思 中 中 
選 団 tee し 旗 震 選 人 岬 つじ ら つや! 
回 回 hJG 協 直交 や 季 DDG 壇 直 や 
や Oc] で し 昭 っ fs" <hIJG 恋 訪 
BY" 水路 腔 べく は th 護っ し っ い Q⑨ 加 
人 S っ QRSD つ で 人 っ っ 中 俣 失 人 人 
郎 じ p" 固 に ロ 捉 ね 陸 く 選 「 由 栖 ] 
更 頻 胡 衝 teG さ 8" 振 し せ 約 6 や で " 

し jpNG 「 円 拍 ] 公 ^ 回 G 崎 寺 G 
由 轄 @ パ の ロ 硫 幸 や つ お 時 和 mW でき 
「ih ロ GS 挟 ] GS/ 妨 4Rp 弥 態 
や つい 公議 導 つ 人 S ン Q を っ お っ 
草 補 くし" 


四 三 ・ 吐 世間 記 路 人 0 三振 
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組 の 


た ん !」「 ウ ェ ー ク アッ プ ! ぷら す 』 (と も に YTV) な ど 、 関 西 発 の 
の 連載 を まとめ た 『 ニ ッ ポ ン の アホ ! を 叱る ] (光文社 ) が 絶賛 発売 中 


スキ ャ スタ ー。『 す ・ ま 


ニュ ー 


司会 、 ニ ュー ス 解 説 な ど で 幅 広く 活動 。 現在 、 


昌 大 阪 線 合 研究 所 代表 、 


「 転 倒し て 打っ た 左 有 対 が 、 ど う や ら 軽 く 骨 折 し て いる らし く 、 痛 み が 取 れ ま せん 。 寄る 年 波 に は 勝て ませ ん な あ 。 トホホ] 
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家 
年 保 


に も 支障 は な 
いま や 、 


連載 ⑯ 第 123 回 


伺い まし ょ う 。 


炎 


夏 は 今月 限り で 、 来 月 か ら は 秋 で す 。 ひ えー。 
二 年 財 ざ て いる の で 、 買 い 換え 時 で す よ 」 と 言わ れ て . 


実は 先月 の こと で す が 、 虹 家電 メー カー が 我が家 の 洗濯 機 の 点検 に 訪れ まし た 。 使 っ て いて どこ て [ 


作家 ・ 山 口 恵 以 子 の 人 生 相 
皆さん 、 気がつけ ば も う 八 月 で す よ 。 
た ん で す が 、 排 水 ボ ン ブ が 一 部 損傷 し て いる と いう の で 交換 し て も らい まし た 。 費用 は 六 千 円 と ちょ っ と 。 
で も 、 そ の 時 「 す で に 耐用 年 数 の 六 年 を 
電 の 耐用 年 数 っ て 、 十 年 切っ て る ん で すね 。 そ の 分 安く な っ て る に し て も 、 母 の 嫁入り 道具 の ミシン は : 
作家 と し て の 面 用 年 数 は あと 何 年 保つ か 令 える 私 が 、 今 週 の お 悩み を 


証 だ っ た ん で す よ 。 


か っ 


堂 の お ば ちゃ ん 」 


に に で っ 4 
二 三 し S 森 。 補 G 振 さ の 人 S= 
に 手 せ 人 S っ やく" も > の 7 記 当 生 
Q る 2 ズ や "ES る S 釜 守 中 く で ao 
レー の 必 多 当 S や ふく レ つ 会 当 
らく" 綴 4 せ SG るるぶ ロ 80 レコ 
460 忍 入 計 固め 三 ロ 羽 委 8 
レン 恩人 0 25 (1 伸二 マ 議 ・ ベ ーー・ 
塵 S 寺 誠 ) 


EN で <) で 人 生 ご ) 
S 凡 " 科 つ 届 KJ つ レ 
屋 記 し 紋 演 補 基 尽 で レ 
志 析 人 Q 民 "1JG パ 
判 さ つっ 地 折 避 居 4)” 田 還 や で 
j 

EE さく よく に いい IN さり Et 
CT: 

記 fwvt@H^ 十 補 壮 き G 民 や 
中 十 く 回 GH ロ っ ズ 売 [pn 
計 玉 GS や NNKS 素 人 つき っ ] 型 
的 革 ロ や や レ っ QR や し じゃ "Win 
つつ NO 1 で SD 「 限 登 レ や 
ふ K] 所 は つじ っ ぃ 「 頭 正 際 」 
「 昧 正 鶴 K て | 只 四 雷 G 耳 ち 目 刀 ) 
陸 っ 6* 

殖 公 尋 操 GDG 心得 肖 和 を 申 
bh の で せこ 1 の トド コス る っ だ さり 
葵 っ 史 で NG 心 代 中 へ 日 


ロバ で レロ ロロ で SG 人 拒 
避 ロ ^ 回 りく ご 四 心 生じ 夫 
再 豆 補記 つつ きる 人 Q* 

で) 給 押 G 提 X00 で SQ き 。 [ 
SS 季 さ つ 宮 人 SQ 思 間 目 G パ 心 ロ 
つじ し / 夫 癌 玉 G 地 功 ね も 型 で 訪 名 
し つつ 3" 

1J で め | 思 G ズ 召し じゃ "” 陣 皿 じ 
p^ 失 格 で 半 っ 提 300N 刀 Q 換 羽 
生じ 3S レ に め っ * 


や つじ し 堆 葉 妃 1J 相 め で 人 で レ 
っ Q で つ を et6 届 ロ 。 恥 や 求め や 
ヽ KG 想 幸 G 基 っ 緊 中 私 @ 直 
思 り つじ 想 代 つっ のり 下 (Q8 っ JJ) 
S べり て いり G 醒 忠和 早 枯 つじ っ 
IGG し 民 * 

思 き pn 普代 G レ 「 や いっ さき 
や いっ ” ズ 寺 6 赴 四 き 坦 皿 り 坊 さ 
居 で ひし を dmn い GpK 太 し せき っ 
人 S で | の 昭 必 6 い ロ 人 S さ 作 つ 丸 ? 


虹 蛍 思 告 ぐ 羽 苗 り の 


いこ 0 ミー て 
an シン 替 0 レ 8 つる ? ( 因 十 | 鶴 ・ 
・R で ふ べ へ へ) 


臣 冬 じ ゃ * ひ 心 つじ 較 

葵 | 守 ボ 計ら G 還 凡 せ で で 

団 暗 軍 豆 っ ロ 四 らし 

つ ゃ 避 e 振 記 称 晶 ロー 

K ロ B@ 季 瞭 字 G 四 民 全 豆 昧 

て で 隊 ン 唄 meGS/ 計 固 G 罰 
只 各 っ 公 Q し ゃ ゃ ? 

局 11OOI ブ MG 骨 索 G 衣 外 つ 
妹 忠 令 生 廃人 束 恥じ め 記 りき で 人 SQ 
っ ン Q っ キキ さて ロ 悪 で し レ っ し S 
GN 計 違 め 索 つっ 加 り だ teG 公 刺 
屋 Q で 06 心 ロ 坦 全 で 記し p" S 


や いこ せ や 人 いつ ^ 計ら 注 B 詩 B-) 
ご 記し や Qp 本 骨 さ G し ば 


や や つや 


人 SQ へ 中 し 区 旭 臣 ぐし 人 
MyQ で ン レン” SG 加計 G 骸 索 % し 
飛 貢 'Q つ マ 完 G 応 0 二 つ は ロ く で ビレ 
8 人 つ (区 )* 

元 っ 胡 つ を る っ し ゃ や" 「 べ 中 
媒 四 会 の 自 』 ざり っ 心性 全く て K イ や 
INー ロ で 記 つ を る っ し ゃ 公 * 

っ を 忠 昼 iR ふさ に し 剖 調 つ 青 
虹 ′ 斉 じ め ゃ ご 隊 束 近 ビ 郎 責 避 組 レ 
je 

tx 羽 計 國 G 聴 記 で し 
や つ折 レン で で し っ っ の 隔 っ 
や RS で IND トマ と ミ せ 宙 任 
ypQ で 中 撤 路 設 や で OSAMU 1J で 
0 揚 伴 時 Pte しゃ ゃ " 

塚 展 共 く 他 帳 中 4KW ペ 7 思 二 6 中 
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9 
が 、 と も (| の 7 半 いた 
花田 の 193 球 め 、 一 番 ・ 飯 田 の 稔 落 で サヨ ナ 
ラ 勝 ち ( 三 真 )。「 両 投手 が 15 回 まで マウ ン 
ド を 降り な か っ た 。2 人 と も 系 晴らし い 」 


4 和 G6 軸 大 
東海 大 甲府 9x 一 8 聖光 学院 
6 点 差 逆 転 … 最 後 は 一 先 


回 の ,(YlQir ょ 回 


Sri . 問 詳 届 知 S 当 BWS(If 。> 涯 生 W 記 填 


還 
か 
人 
転 
サ 
に 
刻 
の ) 
き 
ラ 
シ 
ま 


・ ツ コーHO き 回 さむ 当 居 洋間 せ て メー ご 近 の 


や ON せき さて | 


ご 滞 ご 愉 ご 下 き < 吾 田 S 考 ownxy 各 


品 ロ LU 。( 拓 旧 ) > 化 馬 党 き 時 諾 音 


量 其 S 没 選 滞 | 日 | 削 | 


区 ご 
E 
回 
局 
オ 
陣 


5- 4 松山 商 


則 fu の CM 


TOW) き N な とべ で 綿 ON 品類 が 語り 普 


に 
同 
上 
き 
る 
シ 
る 
各 
野 
全 
に 3 
の 
胃 
k- 
モエ 


2 
6 

3 有る 
3 
了 
野 拉 

な る きき 
抽 
時 失 
を そ 回 


た 金星 

人 ほ 

周 打 P の 

層 人 ( 

は 

の 2 自 ぐ 

ヒ も の 千 

PH 

1 後 ・ つ 

な の 福 け 

の 打 肖 と 

4 に 孝 飲 

と な 人 島 有 信也 (後に オリ ックス )、 竹 内 和志 (後に 

ん る 擬 | 本 到 清水 と いう 「3 本 の 矢 ] の 好投 と 

き も ] 毎回 の 4 安打 で 松山 商 を 振り 切っ た 。 「 鳥 有 

で 福 ざ 高 | の 本 打 も 印象 的 。 じ つ は 今年 の チー ム 

の 留 は う | も " 新 3 本 の 矢 : で 甲 国 に 卿 っ て きま し た 」 
/ 00 和 2 加 大 会) 03 年 (85 回 大 会 ) 

決勝 3 回 戦 


げ 合っ た 。 三振 は ダル より 2 個 多い 17。 2 
年 生 投手 同士 の 熱 投 は サヨ ナラ で 誘 負 が 決 
し た 。「 ダ ルビ ッシュ は 一 畔 に 走者 を 育 負 っ 
て も | 打者 を 押 え る と 走者 を 無視 し まし た 」 


n 1 2 
延長 16 回 和光 市 工 の 井手 宛 健一 
朗 (後に 中 日 *) の 232 球 め は 、 上 田 佳 男 ( 同 ・ 
ハム %.) の 右 肩 へ 。 サ ヨナ ラ 死 球 に ( 写 真 )。 
「 見 る の が つら い 。 上田 *4 も 207 球 投げ て 
いた 。 両 投手 と も よく 投げ まし た ね 」 


6 あ ピ ハイ の 9 憲和 切手 か ら 算 
洋 の 7 者 連続 出 難 で 1 点差 まで 追い 上 げた 。 
続く 八 番 ・ 若 林 の 鋭い 打球 は 無情 に も 三 直 に 
( 写 中 .「 相 手 投手 の 堂 林 ( ん が 優勝 し な が ら 悔 
し 涙 を 流し た 。 逆 に 日 本 文理 ナイ ン は 笑顔 」 


II "09 年 (91 回 大 会 ) 
準々 決勝 
県 岐阜 商 63 帝 京 


優勝 候補 を 破っ た 集中 打 
伊仙 に DeNA)、 山 央 (人 尼 ・DelW) 、 
原文 ( 暫 ) な ど 、 ス ター 選手 を 拓 
する 京 に 対し エー ズ - 山 田 が 完投 肝 利 。 抽 
球 も よかっ た で す が 、 印象 的 だ っ た の は 山 
田 。 の 打撃 。 スイ ング が 凄まじ か っ た 」 


| 99 年 (81 回 大 会 ) 
PU 
新湊 9-5 小 松 


青い ハタ キ を 振る 応援 が ナイ ン を 盛り 上 げ 、 
9 回 に 5 得点 で 同点 、 延 長 11 回 に 大 量 4 点 を 
奪う 。 「 先 輩 芸 人 の 代走 みつ くに は この 応 
援 が 大 好き で 、 ハ タキ を 振る ネタ が ある ん で 
すけ ど 、 ウケ て いる の は 見 た こと な いで す 」 


回 gs) 
常葉 菊川 13-10 智 弁 和歌 山 
ーー テーーー 提 概 戦 


次 4 目 両 
きせ 
まま 
は 厨 安 
町 安 
た 男 の 
つ 華 乱 
守 計 打 
況 な 凌 
る 
人 
と の 人 な 
着い 
永 も 注 


す 作 
まァ 
に 
8 
る 
あす 
まき 
まま 
と ば 
な 合 

3 

は 


川 バニ 


3- の 人 


と 党 各 


肖 ・ 務 湯 せ 


(WU 湖沼 回 


「 は で べく 守 光山 まき 尊 周 。 ま 吹き 
VC [中 | 宮 江 則 和 敵 き 忠 骸 で 0 
周 | 呈 忠 全 馬 貞 」。w 況 寺 回 き ペ で 


の 加 癌 当 降 盾 抽 避 


陸 葉 082 大 人 
東海 大 浦安 2 一 1 延岡 学園 


志す る 


「 背 番号 4] 突 如 エ ー ス に 
投手 ・ 浜 名 の 痛 番号 は 4。 エー ス の 負傷 で 抜 
握 さ れ た 内 野手 が 、 延 剛 学 園 の エー ス ・ 神 内 


に けた 「2 対 1 で 還 


右 夏 か ら の 好 返 束 で 本 
請 ア ウト で ゲー ムッ te 劇 的 で し た 」 


東 東京 
関東 一 1*ー 0 中 京 大 中 京 


劇 的 すず る サヨ ナラ 弾 

琴 無 得 点 で 聞え た 9 回 一 番長 角 が サヨ 
ナラ 引 . 生 司 し ガッ ツボ ー ズ (中 京 大 中 
京 の エー ス ・ 上 野 く と 関東 の 抽 手 .。 
は 中 学 時 代 の バッ テリ ー で 銀 友 . ほ ば ぼ 金 球 ス 
トレ ー ト で の 2 人 の 隔 負 は し びれ まし た ね 」 


四 東 京 
早稲 田 実 1 一 1 駒 大 苫小牧 
「 ハ ンカ チ 王 子 」 の 夏 


人 


Ni YY の 守 沙 4 流 国 S” 。 了 田 ③ 甘 当 (Y 


に と だ 1R ス ー に ) ここ と て ざい | 


に っ: トペ ネト 且 。 ペ ト に 


Ti で 1 き 稚 吾 導 交 SN . ゆ 肝付 ささ 
| 状 呈 田 で 滋 W よ di 中 早出 で ow や 回 池 古 


3 I 
横浜 9-7PL 学 
松坂 高校 最 大 の | 


Te の 谷 許 き ど 
H。 供 中 SFO ロ U 記 ど 人 9 や 人 ゆき 重 
章 . 湊 回 コ 」。 演 本 疫 (と 人 和貴 路 と で 
理 生き 石 細 汗 二 貞 人 きき と 記 oeH 旋 ot 
EICEE) 還 N な も : 計 | 


ビー レー ニー 


城 大 
常 総 学院 4-2 東 北 
木内 マ ジッ ク 有 終 の 美 


な と に ペット に ゴム ド に に ) | 
に か と まい Y( npaA し 


. 彰 起 時 当地 さゆ き 半 YNSwS 基 湯 


15 和 7 大 人 


EE 10 東海 大 相 


etO 仙 活 科 定 


咽 湯 缶 られ ご 世 財 上沼 引 條 S(m・ 光 ) 
ポーロ 江 凍 汗 導 当 回 oS 近 避 " 中 


TO て 誠人 澤 基 才 /Y へ い ン 密 
EE に に 日記 WVC に | に: に 半 


re な 3) 
還 吊 交 13 人 商 


杭 木 5 
作 新 学院 01 銚 子 商 


押し 出し … 雨 に 負け た 怪物 


「 ま っ すぐ を 力いっぱい 投げ た い 。 そ れ で いい 
か ?]。 最後 の 一 球 を 投げ る 前 、 仲 間 に 関 い 
た こと は 有名 だ 。 雨 中 の 延長 戦 、 江 川 は 押し 
出し で 消え た 。「 償 は まだ 生ま れ て いな か っ 
た . 甲子 園 で の 江川 *, を 見 た か っ た で すね 」 


聞 | SNgmsmht 


秋 田 


金 足 農 2-3PL 学 園 


!84 年 (66 回 大 
準決勝 


四 番 * 長 谷川 が 聞 田 真 混 か ら 3 安打 。 エ ー ス 
水沢 は 清原 和博 を 無 安打 に 抑え た が 、 双 田 の 
逆転 本 明 打 (写真 ) で 金星 な ら ず 。 「 以 前 地 
方 の スポ ー ツ バー で 社会 人 野球 ・ ホ ンダ の 
監督 と いっ しょ に 。 それ が 長谷 川 *, や っ た 」 


で 計 太 基 国 ツー ロサ ほ きき (eeVNA 2 党 
ょ 拉 N 一 せ ー ロ 引 ら ご 仙 王 宮寺 導 党 


"99 年 (81 回 大 会 ) 
桐生 第 一 4 一 3 静岡 


Ja 


太 | 凌 誕 革 


Ne 和 8 ご iT GeP 池 ロー 
に 1 に だ に 1 1 


時 3 ご 療 S 田 田 人 ぶ et 温 員 | 
層 TY ( 后 交 ・t な と っ m 導 ) 華 田 轟き | 層 誕 侍 
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打 形 4 Ra な 0) 
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日 大 山形 4ー 3 明和 義務 


「 で 滋 在 二 5KS 必 の WS せ シン 引 。 某 圧 


滞 ロ 半 エン ロー で さす "。 癌 当 温 千 に 
ご 0 沼 末 回 」。 こ と 受 ト S き 聞 洛 AS 
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[で 00SS 因 ftrCO と 6 知 き 
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"98 年 (80 回 大 会 ) 
1 回 戦 


大 島 挫 之 (後に 西武 ) が 7 回 に 逆転 クラ 


( 真 )。 高校 通算 86 本 倒 打 の 主 克 は 当時 |。 


2 年 生 。 バッ クス クリ ー ン へ 放り 込ん だ 。 「 沖 
縄 水産 の エー ス ・ 新 垣 清 。 か ら 本 杏 打 。 打 
っ た 遇 則 それ と わか る 完璧 な 当たり で し た 」 


!10 年 (92 回 大 会 ) 
3 回 戦 


WV す 4S"。 肝 千 ど 婦 画 委任 半 NN」 。 計 
きき ぎ Ot 計 国庫 の = 藻 噂 田 万 ・ 興 HLS ア で ささ 


お 時 組 . ( 科 岡 ・ 交 ) 思 忠 ・ ツ ーーH 昨 料 N 


「 寺 で 4 了 削 陣 可 到 注 き 。 は で 誠人 
滞 当 在 当 細 企 。 田 三 か で 1 生 先 吾 信 0 生 


杏 最 中 、 
ド 。 後 の 攻撃 を 待た ず 、 高 田 の 夏 が 終わ っ た 。 
作詞 家 の 阿 久 悠 は つた 。「 高 田高 校 は 
東日本 大 震 災 で 大 き な 被 害 を 受け まし た が 、 
詩 を 刻ん だ 石 夏 だ け は 無傷 で 残り まし た 」 


ラ 削 悼 1RNI 団 敵 下 中 幸 お … 胞 亜 . 閣 大 JI 寺山 和 キ 


Do 
に ニア ここ コ 


悪玉 Sur ごま まき 生 再 針 


*84 年 (66 回 大 会 ) 


境 01x 法 政 一 


98 年 (80 回 大 会 ) 
2 回 戦 
田 大 谷 


豊 
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宇部 商 2 一 3x 


高 知 gk 
2 回 胃 
明徳 義塾 3-2 星 策 
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"94 年 (76 回 大 
準々 決 騰 


柳 ヶ 浦 6-5 仙 台 育英 


さじ お 迷 表 | 人 ・ 琉 居 知 (Wumf<3cO GK 交 | 誕 二 雲 四 黒 症 記 
eSTSI wi 人 (5- <SASY o |X 部 きる る 当 
。o レ | 皿 つつ 近 只 年 導 GME を 公 | 回 記 軸 爾 OS 
に Sw | 選 8 に すこ | 
悪 紹 間 | に たま 陸 キ す 閉 :! 
た き 表 mm お お 
3 人 計 還 提 
1 1 
ます 語 る まる 
で 5 ン セ る に < 時 J 
11 請 8 813 
全 四 ー 計 半 閣 や も 選 
RE まま E= 記 ゴ ・ 還 本 
1 中 区 則 ー 更 訓 ・ 
に 3 コ 攻 に が 
(で E 購 | 人 IE に に to いよ 01 すか 
1 泊 朗 攻 う | Kagehlgm の 電 ' ひ で レ っ お っ 可 * まり 
Hs うう 5 | 思 | 7 すす 
上 き 田 | 符 。 G っ ゃ や けっ 人 っ (0W 丘 船上 肖 じ で セ 
SS | 自 ト 李 本 委 当 放 計 る 
下す 1 Ei NE を zh れれ 
TS きき ませ 吾 に 当 * 同時 ま 生れ 
時 札 全 旧 で 当 
全 ま も | i まさ コ 
TE (SSCS 
上 国 は も 
男 選 一 間 
お おま 画 他 還 まお 
た 1 G M 
EE は 1 糧 中 全 着 き 
SI ほ 当 で | 才 上 ローK・ 本 村谷 世に け 号 所 失 定 | 2 
きる 玉 衣 | KK 円 Kenl ズ PS っ や 当 拓 7 | ト Fumi 1 人 "4 
1 『 回 に し ゃ 中 用 和 の 〇 氷 重 毅 w し o 哲 a し マ 駅 損 め 多い さや 包 パ じ 避 ぐし っ で "「W 訂 @ 拘 希 ・ 迷 田 
に 由 に ht で 「 奈 時 旭 で 條 宮林 交 拉 "< 入澤 O じ きつ | 69 < 全 寿人 GJJOー ミ 友 委 6 で じじ 
間 二 セ 時 5 1m SYS じゃ に し ぬ RN で 」 | 
前 因 SD 全 | SS 弄 避 回 An 出 @ 2 
名 SS 記 唱 1@ 准 本 ィ に に 
は 選 肖 馬 
も れ 提 三 は 要 : 
沢 Q 選 補 じ に * く 1 * 
球 二 号 記 聞 に 』 
る は 中 ー 販 ーー 
P 『ー 
ゞ 四 財 2 介 


"13 年 (95 回 大 会 ) 


決勝 


延岡 学園 3-4 前 橋 育 英 


て 3 ラン (写真 。 仙 台 育 英 ・ 竹 田 攻 


督 は 肝 負 を 選 け る よう 伝令 を 出す つも り だ っ 


た 。「 す で に 伝令 を 出し すぎ て 球審 に 注意 | 重義 事 は 、 松 井 * ぃ の 後 を 打つ 月 岩 *。 を 徹底 


され て いて 、 肝 心 な と ころ で 出せ な か っ た 」 


La ダ ? 


= く 8 る | 一 JNNーINANK 箇 
まさる 6 回 漢和 や せ ち で 駅 人 店 492 で で 
呈 に 合 き に | 回 「eeete. さ G 四 dimuS9 NrJQ 和 な リー・ 
RnREP 人 | 人 SSHNN つ 記 RーNMIJG の 宮前 
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SS っ ま 2 18 昌 IL 
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夫 じ S ピ ご 
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ト Si ES em 
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綻 締 3 皿 
まま ささ 3 
) 往 回 画 へ 朗 


欠 員 S 回 感 呈 則 泊 ・ 記 田 和 S 刑 り 下 
表 世 | 午 時 笑い 柏 殖 中 で し 区 
見 に WWGK 写 m ト NE* 時 球 
る 田 "(8)" 召 ぞ 柱 G 革 時 .G 了 和 0 
生音 1JWG 握 室 " 世 ALJGRO※ で し つ 愉 ] 
ヨコ 


如水 館 3x-2 能 代 商 


周 嘱 選 回 秘 | 応 搬 嘆 " ど つ お せつ ら 人 用 ・ 
凡人 駅 軸 人 こい かい ネー じゃ 男 IN 回 世 (時 
時 ) 回 辻 G ボ 悦 応 宮 T で 下 計 昌広 
涯 WW 氷 醒 震 り Ne 「 組 桁 HGII 遇 則 客 
で 是 人 ド <3 ホー31G 議 09 で 」 


回 大 会 ) 


.96 年 (78 
決勝 


焼 


松山 商 6-3 熊 本 エエ 


ご 存じ | 奇跡 の パッ ク ホ ー ム ] 


12 年 (94 回 大 会 ) 


2 回 戦 


済 々 細 31 鳴 門 


で す 。 走者 中 村 *。 の 演技 も さす が で し た 」 
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る 8 年 
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! を も た ! 


古 が 本 加 打 を 含む 3 安打 4 
若 古 *。 は 人 間 性 も 素晴らし し 


の 性 格 。 香 来 は 旋 示 に な っ て ほし いで すね 」 


興南 131 東 海 大 相模 


周 恥 豆 | 釧 め る りさ し 局 叶 畠 っ " 
「@ 回 / @ 回 所 呈 @ 上 柚 W… つ し " し 

や ヘン ロン 因 層 させ 桐生 で 丸 " し め 
南 隊 じ レ ′ 鹿 R つ 忌 っ っ い ポ ー ミ し 
補 Pn で RT やっ)JJM 押 Ns* 悦 
p 旧 G 天 級 け 8 で 如 " 思 回 式 導 部 必 
和 / 党 宝 根 で じ っ 妃 り 照 っ |" 民活 
お 直 で 記 只 困 由 賠 G ト ャ ン ミ ロワ 
で 8" [時 mMKGT 穴 飲 G 攻 さり 寺 Ne" 
IN ト へ へ ペー ゼ 「 和 拉 忠 ポ 田 骨 加 | 
し 史 V” 四 で NG 時 服 家 ” NKA 
QGPDG” 8 判 中 で 如く 人 SQG 
DGS 6*O で し 孔 玲 ー ミ 編 理 じ っ 
"るり 枯 る い 雌 膳 つつ 時 
路 恥 ・ 埋 斑 ^< 只 名 尿 巧 撤 地 じ 隊 G 軒 
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人 で つつ 忍 ” 家 恥 伝っ 6 応 G 地 辻 G 
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ト 藤 四 し ヨ HQ で SQ 人 GS 


(延長 18 回 引き 分 け 再 試合 ) 


お お た こう じ 52 年 1 
月 23 日 生ま れ 64 歳 

沢 高 か ら ド ラフ ト 1 
位 で 近鉄 に 入団 。 巨人 、 
阪神 を 経て '84 年 引退 。 
実働 13 年 で 通算 58 勝 85 
敗 4S 現在 、 野 球 解 
説 者 


0 作 新 学院 


(延長 12 回 ) 


銚子 商 1X 


回 上 2 


つっ ちゃ まさ か っ 'S6 年 還 5 


11 月 6 日 生ま れ 59 歳 
3 年 時 の '74 年 に 夏 の 皿 
子 園 で 全国 優勝 。 ド ラ 
フト 1 位 で 中 日 に 入団 。 
通算 8 勝 22 敗 4S。 写 
真 は 実家 の 寿司 店 で 


「 一 結氷 @ 朗 家 K4K じ 8" 内 三宮 時 
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写真 @ 桑 島 智 輝 


P _R 0 E 語 呈 呈 E 

や まだ な な 24 歳 『92 年 4 月 3 日 生ま れ 
大 阪 府 出身 !10 年 NMB48 第 1 期生 と 
し て 活動 を 開始 。 首 5 年 の 卒業 後 は パラ 
エ テ ィ や 舞台 な 想 克 中 心 に 活躍 し て い 
る 。 そ の ほか 最新 情報 は 公式 ツイ ッ タ ー 
(@yamada7dayo) 二 公式 HP (http:// 
yamadanana net7) 


写真 @ 楽 滴 直 城 
写真 集 [nanairo』 は ヨシ モト 
ブッ クス より 8 月 10 目 に 発売 


8 月 1 1 日 東京 ・ 福 家 書 店 新宿 サブ ナー 
ド 店 に て 発売 記念 イベ ント を 開催 


8@ 握 央 候 選 忌避 こ っ り 『J 幼 ツ 和 人 ら 


FLASH 


旧 科 区 人 0 生 HI 

な が お まり や 22 歳 "94 年 3 月 
10 日 生ま れ 神奈 川 県 出身 "09 
年 に AKB48 の 第 9 期生 オー ディ 


ショ ン に 合 


了 。 そ の ほか 最新 
ブロ グ 「MARIYAGI 


写真 集 「 美 し い 細胞 】 は 
徳間 書店 より 発売 中 


セミ ファ イナ リス ト 30 人 が 
ファ イナ リス ト の 座 を か け で て 
ガチ ンコ 勝負 ! 


D VD 


| サバイバル シス テム と は ] 
本 訪 発 の グラ ドル オー ディ ショ 
ン 「 ミ ス FLASH2017」 の 面接 、 
カメ ラテ スト な ど を 勝ち 振 い た 
30 人 が ネッ ト 生 放送 、 生 配信 、 
提 影 会 な ど に 二 整 。 その 結果 を 
指 可 に ファ イナ リス ト 10 人 を 投 | 
| り 込む 周 馬 な シス テム だ - 10 人 | 


計 〒R's(ODBm. 計 - 
(N) 】 
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で 即効 性 は 抜群 
緊急 事態 の お 供 に 
バイ アグ ラ の 次 に 製造 了 売 され た 
ED 沿 馬 。 日 本 で は 04 年 に 有 可 。 

ラ [ 六 加 の | | 群 で ED 治療 ア 
と 思う 人 も 多い 。 も と も と は 夕 
症 な どの 用 同 の 治療 と し て 
開発 され た も の 


バイ アグ ラ 
値段 1,040 円 25mg) 
効果 が 出る まで の 時 間 : 

30 分 て 1 時 間 

効果 持続 時 間 : ち 8 時 間 | | 効果 持 穂 時 間 ③ て 6 時 間 
食事 、 ア ルコ ー ル の 影響 : 食事 、 ア ルコ ー ル の 影響 : 
あま り 受 け な い や や 受け る 


値段 4.690 円 2omg) 
効果 が 出る まで の 時 間 : 
10~30 分 


シル デ ナ 
50mgVlrk- 


し モン 天 m 


医療 法人 社団 三樹 会 病院 


http://www.sanjukaior.jp/ 


の 
hc2 
F 和 。 
ここ 
タル ジロ オー 。 | | g1 泊 2 日 程度 の 
バイ アグ ラ と 同じ | | 旅行 で も 使え る 
バイ アグ ラ と 主 成分 が 同じ 「 シ ル | | '07 年 に 国内 で 認可 を 受け た 3 番 
デ ナ フ ィ ル 」 を 含ん だ 薬剤 。 飲 み め の ED 治 療 薬 。 バイ アグ ラ や レ 
ル ・ 効 果 ・ 持 続 | | ビ ト ラ と の 大 き な 差 は 長 時 間 作用 
する こと 。 直前 に 服用 する 必要 が 
な く 、 自 然 に 性 行為 に 及ぶ こと が 
ーー 
シア リス 
値段 450 円 25mg) 値段 1.690 円 2omg) 
効果 が 出る まで の 時 間 : 効果 が 出る まで の 時 間 : 
30 分 て 1 時 間 1<2 時 間 
効果 持続 時 間 :③ ぐ 6 時 間 | | 交 果 持 科 時 間 3036 時 間 
食事 、 ア ルコ ー ル の 影響 : 食事 、 ア ルコ ー ル の 影響 : 
や や 受け る ほとん ど 受 け な い 
芝 ク リ ニ ッ ク 大 陽 丘 


http://www.shiba-clinic.ne/ 


国 革 一 一 


昭和 大 学 藤が丘 病院 


http://www.showa-u.ac.jp/SUHF/ 


うし お え 太 陽 ク リ ニ ッ ク 


http//Www.taiyou-clinic.jp 


まる も 腎 ・ 泌 尿 器 科 ク リ ニ ッ ク 


http://www.marumo-clinic.jp 


作者 健 康 福 社 機 村 給 合 せき 損 セ ンタ ー| 


http://sekisonh.johas.go.jp, 


Fl 還 ゆ 森元 康介 


浜松 町 第 一 クリ ニッ ク 


https://wwwhama1-cljp 


医師 泌尿 器 科 
華 本 計時 甲府 メン ズ メ ディ カル クリ ニッ ク 
院長 http://kofu-mmc.com/index.html 


秋葉 原 中 央 クリ ニッ ク 


http://www.akiba-mens.com 


ーー 1 
ee 


渋谷 ライ フ パ レー クリ ニッ ク 


http://Iv-clinic.jp/ 


上 lO 二天 誠 和 浜 イ サイ ドク リ ニ ッ ク 


東京 レオ ンク リ ニ ッ ク 


http://www.eeon-cl.com/clinic/ueno/| 


東京 新宿 メイ ルク リ ニ ッ ク 


http://www.tokyo-male.jp 


大 阪 紳士 クリ ニッ ク 


http://gents-clinic.com 


イム ラッ ク 泌 尿 器 科 


共立 メン ズ ク リ ニ ッ ク 
http://www.kmens.net 


hepsy/medcaiholtjp(⑪3oc/190218000001NWCXL 
病 [ 応 リ ニ ッ 
還 誠 計上 | 心斎橋 中 央 クリ ニッ ク 


tp//Www chuoh-Cic-oSaka COnVSp/SD_index 


せい の 内 科 ク リ ニ ッ ク 


http://seino-clinic.jp 


医療 法人 UKS JKS ク リ ニ ッ ク 


県 http://jKsclinic.com 


新潟 スキ ンク リ ニ ッ ク 


htp7/wwwskinccomhospitalndexhtml 


と http7/www ybc-ed jp 
神奈 川上 は 員 
中 


://www.kagoshima-chuoh.com 


桜木 中 央 クリ ニッ ク 


http://www.sakura-aga.com/index.htmll 


1 記 児島 三 リ ニ ッ 
時 知 治 鹿児島 三 井 中 央 クリ ニッ ク 
クリ ア - ス キン クリ ニッ ク 那 材 


人 け 


http//cscnaha_com 


捕 玉 県 間 隊 店 3 
泊 宮中 央 クリ ー: 
リー ッ ク 


※ 薬 の 価格 は ユナ イテッド クリ ニッ クア 月末 現在 を 参照 (税込 み )。 
診察 、 料 金 な どの 詳細 は 、 各 病院 の HP より お 問い 合わ せく だ さい 。 


※ 表 は 取材 に 協力 し て も ら っ た ED 専門 治療 機関 で す 


「 テ ご 陣 的 ロ mS 対 加 」 (Y [英吉 挟 潤 


医師 、 ス タッ フ は すべ て 男性 の み 
回 は 、 池 袋 ユ ナイ テッ ドク リ ニ ッ ク で 体験 。 ます は 受付 で 問診 
東 を 受け 取り 、 現 在 服用 し て いる 匠 持病 な ど を 記入 。 医 孔 、 ス 
タッ フ が 男性 の み の クリ ニッ ク が ほとん ど で あ る 


ED (勃起 不全 )・PE (早漏 症 ) 治療 問診 京 
2 


年 月 日 (初診 ・ 再 診 ) 


se 生年 朋 日 
大 正四 和 所 
お 名 前 
年 月 日 生 ( 歳 ) 
| 円 市 
ご 電 衝 先 | お 住ま い 
円 円 
ETTCTYB ) 2 クリ ニッ ク ホ ー ム ページ 
来院 の きっ か け 生還 4- ネ ッ ト の 全 報 5. その他 


1. 今 回 、 治 療 を ご 希望 な の は ? 
両方 ・ED (勃起 不全 )・PE (早漏 症 ) 治 療 


2. 下記 の 薬 の 処方 を 受け た こと が あり ます か ? 
ED 薬 ( パ イア グラ ・ レ ビ ト ラ ・ シ アリ ス )・ 
PE 薬 ( プ リリ ジー・ そ の 他 )・ な し 

(病院 名 : ) 

3. 現 在 、 下 記 の いずれ か に 該当 され て いま すか ? 

虚 血 性 心 疾 思 不整脈 肝硬変 慢性 菅 不全 

綱 膜 色素 変性 膳 疾患 薬剤 アレ ルギー・ な し 

血圧 に 異常 が あり ます か ? 
は い ・ い いえ 

具体 的 数 字 が わか れ ば 記 幸 下さい ( ) 

5. 現 在 治療 中 の 病気 及び 服用 中 の 薬 は あり ます か ? 

は い ( 具 体 的 に : 。 )・ い いえ 


氷 こ の 間 診 齋 で 、 当 院 の ED (PE) 治療 薬 の 処方 に 同意 項 け た も の と 
判断 させ て 頂き ます 。 


⑥⑪ 身 分 証明 書 、 保 険 証 も 必要 な 


問診 桂 を も と に 5 一 10 分 程度 の 診 
た め 、 身 分 証明 書 や 保険 証 の 掲示 | 
も か か ら ず 、 負 担 は 薬代 の み の ク 


ーー 
| 。 邦 
ー-* 


ED 治療 薬 は 保険 
な い 。⑳ 初 診 料 ・ 
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の 院内 処方 が 多く 、 す ぐ 薬 が も ら 
ク は 錠 内 如 方 が 多く 、 診 診 が 終わ り 次 第 
療 芋 け 取る こと が で きる 。 一 連 の 流れ で 
ビー ティ 。 治療 も | 錠 か ら 処方 名 能 
ーー 
本 
森 す 


の ひど へ さき K 重 性 は ー ツ MIN 克 油 暗 李 ⑬ 


( 棒 師 記入 欄 ) 


ブラ イバシー に 配慮 し て 、 住 所 は 市 区 町 村 ま で の 記入 で OK。 持 病 や 既往 歴 に よ 
つて は 血圧 測定 を する こと も ある が 、G 服 を 脱い だ り 性 器 を 見 せる こと は な い 


汗 で 導 倍 癌 へ ぐさ Il こ さり m -1 則 さる 瑞 


す 自 @ な 一 の 者 が いい 一 互 イ る 人 1 ー 

ニニ ーー すす 

還 語 婦 "etc あの D い 外 み の 際 ま の だ 売 避 > 性 耶 男 1 生 本 

て sg に 人 筐 で と で り ね に る E に 当 証 ドド の ず 性 人 万 の 

きり た 治 下 引 し は カ ず 医 こ D 誤 初 公 ク 悩 か で が 人 E 

BB 司 まり 革 ち 彰 は き て 聖 と か 療 と 粟 解 計 同 リ み し あ E に D 
で き s 尋 う を ` 起 EE ず 比 48 機 は で さ 只 区 ニニ を が れ D 及 愚 
SE 芋 申 と リロ イ で % 関 あ 下 れ 陳 > 意 る は 予 び 音 

計上 。 け 常 さと し て "で り 殿 て な さ ク 門 こ 誰 備 ヽ 数 

ーー を 信 具 る に れ 向 が 0 の 相 ま 発 い 引 一 ・ に と で 軍 @ は 

と ナ と 悪 る さら 分 EE 談 せ 作 る 共 計 組 扱 は も 一 三 軽 
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希望 どおり の 死 


「 終 活 ] と いう 言葉 が 広く 認知 され る よう に な っ た 。 終 活 と 
は 「 人 生 の 終わ り の た め の 活 動 ] と いう こと で ある 。 活動 は 
と も か く 、 時 に は 死 と 向き 合う の も 悪く は な い 。 世 の 中 に は 
じつに さま ざま な 死 が ある が 、 西 行 法師 の よう に 死ね た らい 
いと 思う 人 は 多い だ ろう 。[ 願 は く は 花 の 下 に て 春 死 な 
ん その きさらぎ の 望月 の ころ ] (どう か 、 春の 、 桜 
の 花 の 咲く 下 で 死に た いも の だ 。 あの 将 迎 が 入 減 な さっ 

た 旧暦 2 月 15 日 の 満月 の ころ に )。 西行 が こう 詠ん だ の 
は 死 の は る か 前 だ っ た よう だ が 、 こ の 歌 の と お り 文 治 6 
年 2 月 16 日 (1190 年 3 月 31 日 ) に 河内 国 の 弘 川 寺 で 73 歳 
の 生涯 を 閉じ た 。 歌 人 、 僧 但 と し て の 完璧 な 死 だ っ た 。 

「 ト ム ・ ソ ー ヤ ー の 冒険 」 の 著者 と し て 有名 な マー ク ・ 
トウ ェ イ ン は アメ リカ を 代表 する 作家 だ 。 彼 は 1835 年 11 
月 30 日 に 生ま れ た 。 こ の 年 、 ハ レー 彗星 が 現われ 11 月 16 
日 に は 初め て 近代 的 な 観測 が お こ な わ れ た と いう 。 ハレ ー 
彗星 は 数 カカ 月 間 は 肉眼 で も 見 る こと が で きる 。 マーク ・ 
トウ ェ イ ン が 誕生 し た 日 、 ハ レー 彗星 が 大 きく 輝い て い 
た こと だ ろう 。 自 ら 「 自 分 は ハレ ー 彗 星 と と も に 地球 に ~ 
や っ て きた の で 、 ハ レー 彗星 と と も に 去っ て いく だ ろう 」 で 
と 周囲 に 吹聴 し て いた と いう 。 ハ レー 彗星 は 約 76 年 周期 
で 地球 に 接近 する 。 次 に ハレ ー 彗 星 が 視認 され た の は 
1909 年 の 9 月 で ある 。 そ し て 翌年 の 4 月 に は 2 等 級 の 光度 
に な り 、 尾 も 引い た 。 そ の 月 の 21 日 、 予 告 ど お り マー ク ・ 
トウ ェ イ ン は ハレ ー 彗 星 の 尾 に 乗っ て この 世 を 去っ た 。 
数 々 の 名 言 を 残し た 、74 歳 の 生涯 だ っ た 。 


天 折 する ロッ クミ ュー ジ シ ャ ン 


ジョ ン ・ レ ノン は 死に 対す る 特別 な 感覚 の 持ち 主 だ っ た 。 幼い ころ に 
父 と 別れ 、 養父 や 母 を 亡くし た 体験 が その 背景 ある だ ろう 。 ビー トル 
ズ 時 代 に 「 ど ん な 死に 方 を する と 思う か | と 尋ね られ て 、「 た ぶん 頭 の 
お か し い 奴 に や られ て ポッ クリ 逝く だ ろう ] と 答え て いる 。1980 年 12 
月 8 日 、 ジ ョ ン は マン ハッ タン の ダコ タ ・ ハ ウス の 前 で マー ク ・ チ ャ ッ 
プ マ ン に 射殺 され た 。40 歳 だ っ た 。 犯 人 は か つて ジョ ン が 話し た と お り 
の 男 だ っ た 。 遺 作 と な っ た ヨー コ と の 共同 制作 アル バム 「 ダ ブル ・ フ ァ 
ンタ ジー』 (1980 年 ) に は 、[「 ヘ ルプ ・ ミ ー・ ト ゥ ・ ヘ ルプ ・ マ イセ ルフ 」 
が 収め られ て いる 。 そ の 中 で ジョ ン は 「 生 き て いこ うと 頑張 っ た けど 、 
いつ も 破壊 の 天使 が し つこ く 追い か け て くる の さ ] と 歌っ て いる 。 

「27 クラ ブ ]| と いう 名 の 不思議 な クラ ブ が ある 。 ロ ッ ク の 天才 が 会 員 の 


人 の 死に 方 


| Text by Kyozo Ishikawa 
Ilustration by Sajiro 


最終 回 


クラ ブ だ 。 顔ぶれ は 、 ロ ー リ ング ・ ス トー ンズ の 元 リ ー ダ ー で ギタ リス 
ト の ブラ イア ン ・ ジ ョ ー ン ズ (125 日 )、 ギ タリ スト の ジミ ・ ヘ ンド リッ 
クス (295 日 )、 シ ン ガ ー の ジャ ニス ・ ジ ョ プリ ン (258 日 )、 ド アー ズ の リー 
ド シ ン ガー の ジム ・ モ リン ソン (207 日 )、 ニ ル ヴ ァ ー ナ の 創設 メン バー で 
リー ド シ ン ガー、 ギ タリ スト の カー ト ・ コ バー ン (4 日 )。 5 人 は いずれ 
も 27 歳 で 亡くな っ た 。 ち な み に 括 弧 内 は 27 歳 を 迎え て か ら 死 ぬ ま で の 
日 数 で ある 。 当 初 は 5 人 の た め の ク ラブ だ っ た が 、 そ の 後 会 員 は 増え て 
いる 。 最 近 で は 2011 年 に イギリス の シン ガー・ ソ ング ライ ター、 エ イミ ー・ 
ワイ ン ハ ウス (812 日 ) が 仲間 入り し た 。 な ぜ 27 歳 な の か は 謎 だ 。 死因 
は さま ざま だ が 、 や は り 薬 物 や アル コー ル 中 毒 、 自 殺 が 多い 。 

坂本 龍馬 は 自ら の 誕生 日 に 暗殺 され た 。 人 生 は 常に 死 と 隣り 合わ せ だ 。 
お 盆 も 近い 。 終 活 の 1 ペー ジ め を 開く の に は いい 機会 か も し れ な い 。 
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道 大 学 病院 小松 喜 人 ( 休 旬 セン ター、 化 学 療法 部 ): 標準 化学 療法 の 大 半 を 提供 で きる 体制 を 整備 。 毎 月 約 400 名 の 患者 を 治療 。 そ の 約 半数 は 小松 医師 が 専門 と する 消化 器 ガ ン だ 編 


弘前 大 学 医学 部 附属 病院 金子 高 英 ( 反 謀 科 ) 皮 誠 科 が 著名 。 皮 慮 悪性 放 間 の 診断 か ら 外科 的 治療 ・ 化 学 療法 まで 対応 で きる 県 内 唯一 の 施行 施設 4 内 軸 き 胃 軸 還 と と い 際 し ン 沈 
岩手 医科 大 学 肝属 病 院 大 塚 喜 ( 外 科 ) 高度 な 技術 と 専門 性 を 重視 し た 質 の 高い 大 陽 ガン 治療 を 提供 。 体 に 優し い 手術 と し て 隊 腔 信 下 手術 を 各 専門 グル ー プ で 多く 実施 いそ よ ま 菜 ガ 長 を は も る よ て 愚 ん 
東北 大 学 病院 石岡 千 加 史 ( 許 間 内 科 ) 業 物 療法 に 関し て ば 69 年 開設 と 、 日 本 で も っ と も 長い 歴史 を も つ 。 消 化 句 系 の 悪性 姓 間 に 強い 。 全 国 で も っ と も 早く 遺伝 子 検査 を 開始 47 地 の つ っ つ す 不 ン の ~ い き っ り い 者 で 
秋田 大 学 医学 部 属 病院 羽 洋 友 則 ( 叶 長 ) 院長 の 羽 測 医 師 は 、 泌 尿 器 科 腫瘍 ( 勝 錠 ” ガン 、 前 立 月 ガ ン 、 皿 ガ ン 、 精 巣 有 癌 な ど ) が 専門 。 腹 腔 付 手 術 ・ 内 視 付 手術 を 得意 と する 域 た て ” 足 は 円 医 え の も る の い 
山形 県立 中 央 病 芝 佐 了 衝 (外科 が ん 対生 部 ) 早期 大 陽 ガ ン へ の 取 有 下 急 有 箱 を ”) は じ め 、 傍 行 ガン 再発 ガン に 対す る 拡大 切 除 な ど 、 パ ラン ス の と れ た 治 克 に 定評 のち 衝 作 層 こる 背 時 きり 
宮 元 秀昭 (呼吸 器 セン ター) 陽子 線 、 定 位 放射 線 、PET/CT、y ナ イ フ 、CT ガ イド 下 針 生 検 な ど 肺 ガン の た め の 高 度 な 診断 ・ 治 療 が ほぼ すべ て 同 科 で 受け られ る * す ン 地 いい の 臣 土 の 必 代 者 れる 
兵頭 一 之 介 (消化 器 内 科 ) 兵頭 医師 は 、 新 薬 の 開発 研究 に も 取り 組 む 抗 ガン 剤 治療 の 第 一 人 者 。 副 作用 が な る べく な い 、 標準 的 治療 を 実施 し て いる 自 "の 域 ガ 過 医 で 生 要 に 数 る が っ 
治 医科 大 学 附属 病院 細谷 好 哨 化 器 外科 ) 年 間 約 150 例 の 食道 ガン 治療 を お と な う 。 食道 表 在 ガ ン で は 内 視 人 切除 、 状 視 下 手術 、 化 学 放 和 線 療 法 で 根治 を めざす 治 周 維 の ン 剰 葵 山中 が 区 が 東 東 と 
群馬 大 学 医学 部 附属 病院 宮崎 達也 ( 病 区 総合 外科 ) 宮崎 医師 は 、 抗 ガン 剤 治療 の 第 一 人 者 。 新薬 の 開発 研究 に も 取り 組ん で お り 、 治 療 と 副作用 と の バラ ンス を 組み 合わ せ た 療法 を 実施 体 囲 患 食 に 摂 kd 野 率 あ 各 少 仁 京 も 
拉 玉 医科 大 学 国際 医療 セン ター 山口 茂 和 ( 消 化 問 病 セン ター) 大腸 ガ ン の 服 和 手術 は 、 全 国有 数 の 年 。 問 約 300 例 。「 有 L 了 温 存 手術 」 に より 、 人 工 肛門 に な る 悪者 が 全 下 腸 ガン の 10 な に 洲 少 は に 幸生 は 取 去 医 に る が な 逢 人 な 
国立 が ん 研究 セン ター 東 病院 木下 邊 (緩和 医療 科 ) 7 年 の 「 が ん 対策 基本法 」 の 施行 で 「 緩 。 和 ケ ア 」 に 肝 光 。 納 得 の うえ で 在宅 を 選択 し て も らい 、 地 域 で 支え る 医療 を 実 中 国人 に 折 導 し 欠 枯 千 を 上 る 郊 語 全 
が ん 研究 会 有明 病院 西尾 計 人 (呼吸 器 内 科 ) 西尾 医師 は 、 肺 ガン 化学 療法 の 権威 。 手 。 和 か 薬 か と いう 単純 な 選択 で は な く 、 副 作用 を 抑え た 治療 を 愚者 に 明確 に 伝え る 県 対 思 が 生 因 腸 明 門 す う 時 告 の 外川 
大 学 医学 部 付属 病院 岩崎 正之 ( 呼 明 問 外科 ) 涯 崎 医師 は 肺 ガン 、 瞳 用 鏡 手 術 、 肺 気 腹 、 。 漏 多 が 専門 。「 世 界 一 負担 の 軽い 肺 ガン 手術 」 を 目指 す 。 腹腔 便 下手 術 が 約 8 割 ーー 入 者 出 活 子 ガ す 学 べ * ぁ る さ 県 で 
県 立 が ん セン ター 新潟 病院 竹之内 辰也 ( 皮 膚 科 ) 新潟 病院 は 地域 ガン セン ター と し て 、 腫 癌 全般 に つい て の 高度 専門 医療 を 提供 。 県 内 で 中 心 的 な 役割 果たし て いる い が る 習 が ンタ る 校 き それ は 治 ^ 
富山 県 立 中 央 病院 加治 正英 (外科 ) 胃 ガ ン に 関し て は 、 毎 年 約 180 人 の 悪者 に 施術 。 現在 まで に 5000 症 例 を 数 える 治療 経験 か ら 、 高 レベ ル の 専門 医療 を 提供 N0, 
金沢 大 学 附属 病院 二宮 致 ( 骨 腸 外科 ) 特に 食道 ガン 手術 件 数 は 、 北 陸 で は 最多 の 約 25 例 。 ス テー ジ 2 以上 の 進行 ガン に は 条 前 化学 療法 を 併用 し 再発 予防 を 図る か 秋 た は す と は コ 差 士 し いい 県 
福井 県 立 病院 伊部 直之 (消化 器 ・ 内 科 ) 消化 管 出血 や 騰 胆 道 疾患 の 内 視 鏡 治 療 な ど に 強み 。 常 時 2 台 の 腹部 エコ ー を 並行 稼働 させ 、 迅速 な 診断 と 治療 を お こ な う し 田 り 6 実 * い 吾 専 が < で 4 作 民 
山梨 県 立 中 央 病院 羽田 真 明 (外科 ) 年 間 の 胃 ガ ン 手 術 件 数 は 約 100 例 。 胸 部 ” 外科 手術 の 症例 も 豊富 で 、 開 胸 を 必要 と する 食道 浸潤 の ある 胃 ガ ン で も 十分 な 治療 が 可能 ぃ ふ いい の 月 力 た 地 め 門 あ 永い 部 ン は 
信州 大 学 医学 部 附属 病院 間宮 贅 子 (信州 が ん セン ター 和 上 緩和 ケア は 多 附 種 で お こなつ う 横 断 的 な 医 。 療 。 医 学生 や 研修 医 に 対す る 教育 の 充実 地域 と 大 学 を 結ん だ シス テム の 構築 を 目指 す ガ 生 和 割 未 の と 方 な 医 る 田 る 道 え 検 
大 垣 市 民 病 院 金岡 守 次 伴 長 ) 全国 の 市 中 病院 で も トッ プク ラス を 誇 ” る 。 外 科 ガ ン 治療 で は 消化 管 、 肝 腸 護 、 乳 腺 な ど 専門 性 を 必要 と する も の を 多く 手掛け る 還 歌 合 の あえ で い が の 宏 長 府 > 診 
静岡 県 立 静岡 が ん セン ター 上 坂 克 彦 ( 肝 ・ 胆 ・ 騰 外科 ) 上 坂 医師 は 治療 が 困難 な 肝胆 諾 ガ ン 分 野 で 、 静 岡 が ん セン ター が 全国 トッ プレ ベル の 治療 拠点 と な る ほど の 実績 を 残し て いる ッ ノ 叶 a 報 る に 3 ま た 大 は 全 攻 ダグ 0 
愛知 県 が ん セン ター 中 央 病院 古平 毅 ( 放 貞 線 治療 部 ) 国内 で も 珍し い 次 世代 放射線 治療 器 「 ト モ セ ラビ ピー]」 を 設置 。 補 数 の 複 閑 な 形 の 朋 間 に 正確 な 照 穫 が 可能 で 、 治 療 効 果 が 高い は 次 本 で 院 日 実 だ 剖 目 つ イガ は 上 
三重 大 学 医学 部 附属 病院 高尾 仁 二 (呼吸 器 外 科 ) 呼吸 器 外科 、 呼 吸 問 内 科 、 放 射線 科 、 病 。 理 部 、 オ ー ダ ー メ イド 治療 部 、 腫 間 内 科 な ど が 一 体 と な り 集 学 的 治療 先進 医療 を 実施 2 ぐ で 海 は が 本 し ` に 瞭 ガオ ン る に 
医科 大 学 医学 部 附属 病院 安 衣 朗 ( 消 化 衣 内 科 ) 消化 問 内 科 は 県 の ガン 診療 高度 中 核 病 院 の 一 朋 を 担う 。 肝 用 学会 専門 医 の も と 、 内 視 紹 療 、 化学 療法 を 集 学 的 診療 に 取り 組む 位 ワ 側 ` 多 海 て 人 還 然 ン 大 治 介 半 
京都 大 学 医学 部 附属 病院 小川 修 (泌尿 器 科 ) 前 立 腺 ガ ン の 診断 ・ 治 療 に 長 じ 、 小 川 医 師 は 世界 トッ プク ラス の 技術 を 誇る 。 外来 の 9 割 以上 は ガン 加 者 で 、 う ち 7 割 が 前 立 腺 ガン だ の の ガ ガ MA 側 い ロロ 一 医学 療 わ 
大 府立 靖 了 醒 大 阪 立 成人 病 セ ンタ ー 東山 聖 彦 ( 呼 器 外科 ) 成人 病 セ ンタ ー は ガン 組織 の 抗 ガン 剤 感受性 試験 先進 医 療 と し て 導入 し て お り 、 特 に 肺 ガ ン の デー タ は 国内 で も トッ プ 級 だ い ス 高 ン ー "る あし と 療 人 の れれ 的 
兵庫 県 立 が ん セン ター 赤澤 登 (歯科 口腔 外科 ) 赤澤 医師 の 舌 ガ ン 手 術 の 実績 は 国内 有 数 。 根 治 的 切除 を 目標 と し 、 形 成 外科 の 協力 で 遊離 皮 弁 、 骨 付 皮 弁 で 舌 を 再建 する ス く と 介 人 り い 内 の 半 1 内 
奈良 県 立 医科 大 学 附属 病院 東条 病 (和朗 ・ 心 左 管 外科 ) 肺 ガ ン 、 気 用 性 肪 悪 器 な ど 疾患 全 。 般 に つい て 外科 診療 胸部 ・ で 用 管 外科 で は 国内 で も 早く か ら 胸 腔 狂 術 に 取り 組ん で きた 典 位 石 断 や あ で る す 域 医 を し 還 
和歌 山県 立 医 科大 学 附属 病院 吉増 達也 (呼吸 器 外科 ) 心臓 血管 外科 ・ 呼 吸 器 外科 ・ 乳 腺 外科 で は 胸腔 人 下手 術 に 積極 的 。 た と えば 呼 踊 器 外科 手術 134 例 の うち 、 約 80G+ は 胸腔 鐵 手 術 だ 型 ? 川 さ 石 り 見 こる 学研 ま に 
鳥取 大 学 医学 部 附属 病 院 辻谷 俊一 (が ん セン ター) 才 師 は 消化 外科 が 専門 だ が 、 が ん セン ター 長 と し て 化学 療法 や 療法 、 括 療 に も 明る い 。 県 内 の ガン 登録 の 折り 役 一 的 し は れ 川 ま る と “ 人 博 究 選 く 
島根 大 学 医学 部 附属 病院 岸本 晃司 (循環 器 ・ 呼 吸 器 外科 ) : 地 域 の 特性 か ら 、 高 齢 者 の 手術 が 多い 。 糖尿 病 や 心 疾患 な どの 合併 症 に は 、 総 合 病 院 と し て 各 科 の 協力 体制 を 敷き 、 早 期 復帰 を 実現 
倉敷 中 央 病院 寺井 章 人 (泌尿 器 科 ) 寺井 医師 は 前 立 腺 ガン 手術 の 達人 。 年 間 約 300350 件 の 前 立 腺 生 栓 (ガン 検査 ) を お こ な う が 、 す べ て の 加 者 で 生 検 前 に MRI 検 査 を 実施 回 還 の が こっ 術 差 治 前 命 腸 8 な 
広島 市 立 広島 市 民 病院 岡島 正純 (外科 、 副 院長) 用 有線 手箱 を へ その 他 ひ と つ で お こ な う 。 [単式 内 視 針 手 術 」 を いち 早く 導入 し 、 大 陽 早 期 ガ ン に 対し て も 採用 し て いる の 情 住 の て に は 導 早 出 は ガ 位 っ 
山口 大 学 医学 部 附属 病院 梶原 洗 民 神 経 外科 ) 乾 原 医師 は 有 間 手術 の 名 手 。 礎 神経 外 ” 科 の 脳 有 瘍 手 条 数 は 年 間 約 70 例 山口 県 内 外 の 多く の 関連 病院 と 共同 で 診療 に あたる | 第 報 ん 生 病 格 な そ が 期 の 80 ン に ガ 
徳島 大 学 病院 島田 光生 (消化 器 ・ 移 植 外科 ) 島田 医師 は 肝 腸 騰 外 科 手 術 の 第 一 人 者 。 3D 画 像 解析 に よる 詳細 な 検査 に 基づき 、 積 極 的 な 手術 、 化 学 療法 や 放 身 線 療 法 を 実施 ー を で 還 院 差 る れ 普 の 中 ・ の な ン 
香川 大 学 医学 部 附属 病院 邊 菩 行 ( 泌 氷 器 ・ 看 移植 外科 ) ロボ ッ ト 手 術 や 腹 計 針 手 術 の 技術 に 優 ” れ 、 泌 尿 器 ・ 副 ・ 邊 移植 外科 で は 、 そ の ほか レー ザー 治療 、 内 視 負 手術 な ど に 力 を 入れ る ス 歩 集 い 率 ご が と ほ 及 方 原 47 生 っ に 
国立 病院 機構 四国 が ん セン ター 山下 素 弘 ( 呼 各 外科) 呼吸 器 外科 で は 、 肺 ガン 手術 を 中 心 に エピ デン ス に 基づい た 治療 を 実施 。 年 約 200 例 の 及 ガ ン 手 術 の うち 、 胸 時 狂 術 は 150 以 上 ある と 出 、 ど し 選 話 歳 四 た な 
高知 大 学 医学 部 月 属 病院 小道 選 (が ん 治療 セン ター) 青 ガ ン 、 大 腸 ガ ン 、 修 則 了 瘍 胆 症 な ど を 対象 に 、 保 衣 性 の 少な い 手術 で 有名 。 ロボット 手術 の 六 も 積 的 に お と な う 恵 向 だ で 
九州 大 学 病院 永井 英司 (臨床 ・ 腫 瘍 外科 ) 食道 ガン の 負 視 下手 術 例 数 は 160 例 以上 。 胃 十 二 指 腸 沖 韻 、 食 道 裂 孔 ヘ ルニア 、 食 道 ア カラ シア な ども 鏡 祝 下 で 施術 する ゃ と 府 る 報 は 2 に 0G 全 高 も 
佐賀 大 学 医学 部 附属 病院 木村 晋也 ( が ん セン ター) 木村 医師 は 白 和 病 や 悪性 リン バ 隆 、 骨 本 。 腫 な ど 、「 血 液 の ガン ] と 戦う 。 特 に 慢性 件 表 性 白血病 を 得意 と する 師 が 県 た を や 病 し た 関 う 因 く 提 治 
長崎 大 学 病院 永安 武 ( 腫 瘍 外科 ) 特に 肺 ガ ン 手術 で は 九州 で 常に トッ プ 級 。 肺 の 全 摘 を 回 避 す る た め の 気 管 支 形成 術 で 、 氷 安 医師 は 良好 な 成績 を キー プ 、 の め 集 一 院 か めし 語 上 る 
熊本 大 学 医学 部 附属 病院 畑 裕之 (血液 内 科 ) 加 攻 師 は 多 肝 必 人 悪性 リン パ 妊 が 。 得意 。 血液 内 科 は 多 肝属 療 数 で 国内 居 指 。 電 細胞 移 本 新規 草 に も 取り 組む ーー ガ ガ に め の し し て る 谷 も 県 
大 分 大 学 医学 部 附属 病院 村上 和 成 (消化 問 内 科 ) 消化 器 系 の 濱 少 や 、 ガ ン の 原因 で ある 「 ビ ”。 ロリ 菌 」( ヘ リコ バク ター ピロリ ) の 検査 や 除 旧 で 、 全 国 で も トッ プク ラス の 実 柄 を 誇る ー 2 夫 る ガ 許 四 じ 本 の 史 た 
宣 崎 大 学 医学 部 附属 病院 賀 本 敏行 ( 泌 器 科 ) 賀 本 医師 は 泌尿 器用 学 入 域 で 注目 され て いる 。 前立腺 ガ ン 、 騰 眺 ガン か ら 臣 尿 管 ガン 、 氷 ガン まで カバ ー。 安定 し た 実績 を 誇る 條 Ws ら 療 で く ン 科 し 府 標 8 平 ン * 
鹿児島 大 学 病院 石塚 質 治 (血液 ・ 騰 原 病 内 科 ) 石塚 医師 の 専門 は 成人 細胞 白血病 ・ リ ン パ 種 だ が 、 鹿 児島 は ひと つの 地域 で は 世界 一 患者 数 が 多い と いう 。 そ の 最前 線 で 活躍 の 体 すこ な に い 県 準 年 均 ` 総 
琉球 大 学 医学 部 時 属 病院 増田 昌 人 (が ん セン ター) 増田 医師 は 造血 幹細胞 移植 を 得意 と す 。 る 。 現在 は が ん セン ター 長 と し て 、 緩和 ケア か ら 外来 化学 療法 、 デ ー タ 解析 まで を 統括 する 良 生 制 一 と ら よ 手 格 的 * 寿 大 合 
国立 が ん 研究 セン ター「 が ん 診療 連携 拠点 病院 等 院内 が ん 登録 全国 集計 」 よ り て 
着 六 人 午 に 人 が ど 必 に は か 法 以 一 る けし 央 研 基 も 住 績 い 執 一 は うけ 病 門 は れ ス が 専 ン ーー の 際 と ン か 国 住 
例 関 いう 自 な の 要 は 上 ` し は 降 07 "る か 病 有 本 手 あ 地 の か す ガ こ "る 院 自 医 な て の い 門 ト 手 ` 自 も 思 ら に ま き を る 
め 数 を 富 メ 宅 く 場 ※ に お ` か 年 永 場 し 院 明 的 術 り の あな る ン う 医 に の 分 が くい よい 医 に 箱田 何 分 多 者 `400 ず 引 県 に 
る を 選 研 二 最 て 合 し ほ 紹 し 医 な 治 に 田 合 ` に 病 に を ま 拠 る ど 必 医 い 師 は 実 の い て る う "が な 件 氏 に が い の 13 以 は すのこ ee 
と 調 ぶ の ユ 寄 も が か か 介 ろ 師 り 療 施 氏 ` 放 は 院 1 受 す 京 病 ` 要 療 う ・ ど 力 住 な も と な 拠 い り 数 に 気 住 と 受 年 上 上 る No の の め 
5 ペ の 提 1 り 受 多 し の し 差 個 標 方 行 が 費 射 や 回 け 一 病院 治 は を 考 ジ ん が むい - こ 手 点 る ま が 聞 を む お こけ の の 表 エ 1 一 
る い は 換 を の 診 い ^ 病 た が 人 準 針 さ 言 用 線 国 限る 院 で 療 友 党 え ヤ な 作 自 病 寺 る 叙 毅 か す 多 いつ 反 る 入れ ガ を 1 次 交 まき 
か 病 間 操 出 飲 で 。 特 院 医 つや 化 と れ う や や 夕立 り の で 決 方 いけ を | 人 居 か 治 院 術 も を 院 ど "いた け 域 を れ 年 ン ビ ス 院 院 
ら 院 違 換 す 食 き を 定 や 療 い 医 さ か た “ 家 抗 や が "は 受 め 針 "る 示 ナ 振っ 体 も の あし の う 放 か “ れ で 抽 数 間 診 覧 医 と 編 盟 
堆 の っ 院 と 店 る 支 療 診 手 て 療 れ 治 去 族 ガ 呆 ん 事 、 け ` の 手 の す り 仙 た や 多 件 る な を か 射 少 ば ガ 出 へ で 療 い 師 `- の 
や 実 て だ は が “* 払 開 療 関 き チ て 療 ん な ン る 研 実 一 る 実 大 術 に “ ス 眉 場 そ い 数 し いか も 線 な い ン し 症 都 拠 た を 地 で 
ぶ 力 いか 限 も を 費 所 で て | き 方 伴 ど 剤 提 究 「 度 と 際 枠 を ド 全 介 一 が ` 病 に 確 や い い 医 た 例 道 点 だ 紹 域 は 
る を る らら っ ば て の 診 い ム ま 法 筑 の の 剛 セ 東 の い の は す 居 の あい ^ に 少 ホ 院 は 認 抗 か の 療 も 数 府 病 き 介 の ` 
9 な と 5 紹 て る の し て 箕 間 治 る ン 京 ガ う 治 東 る 住 富 = る 治 あ な ス が ` し ガ カ は か を の 県 院 た す 方 あ 
まとい も 紹 千 介 も 一 レ た 検 未 題 療 タタ の ン 考 療 京 か 地 家 * の 療 る く ピ 指 ホ た ン `  " 受 だ が 別 の いる ン な 
ず 医 よ 口 介 円 状 ら べ “ 査 計 も を ふ ひ | が で え は の し に 孝 だ を 失 ~ ス 定 ス ほ 剤 ポ 前 け “も に な “ “ 治 た 3 ペ 
は 療 う に 状 ほ が う ル し 方 富 あ 受 "。 中 ん は 方 居 実 な 固 氏 ろ 受 点 専 で さ ピ う の イ 出る つ ガ か 全 療 が 病床 数 700、 手 術 室 20 を 備え 、 年 間 1 万 件 の 手術 に も 対応 で きる 


思 


90 


( 便 一 お 住ま い 寺 一 好き な ご は ん 


ーー お 気に入り スポ ボット (_) 一 飼い 主 に ひと 言 
画 に 入り スポ ッ ト (て ) 一 飼い 主 に ひと 言 か 特賞 山 
14 茂 メス スコ ティ ッシュ フォ ー ル ド 5 万 円 以上 20.000 中 ! 還 
1LDK 寺 マ グロ 味 の 缶 詰 画 猫 用 テン ト ケ ー ジ ) の 中 。 慕 
飼い 主 が 台所 に 行く た びに 鳴い て 訴え て る の に 、 一 日 2 回 し か まま 
ご は ん くれ な いな ん て 、 ケ チ す ぎ な い ? も っ と 出し て よ 。 0 ま 応募 方 法 一 一 穴 委 放 覚 
な > ゃ ゃ 
キュ ン / 且 還 メジ 品 雪 2 3 し 228538 休 ま 紀 ・ 送 且 中 
テ H 人 1LDK 雪 と ろ の 食べ 残し 画 ) 人 の 枕 の 上 全 ほ まま 半井 分 08 加 中 剤 
2 毎日 の こと な ん だ か ら 、 夜 、 寝る 前 に は オレ が 催促 する 前 に 伽 | お 消 集 1 住 めで 下 キ に な [2] 島 の で 
指 を 出し て くれ 。 そ し て 、 気 の すむ まで 吸わ せ て くれ 。 3 | 天 まま 作る の る 国 か 礼 で ・ 
全 且 ・ が 
9 由 まさ 8 名 月 セイ 痕 カ 光 看 ド 逮 
す 正 丸 0 か | 選 
る 幸喜 人 絆 1 護 ぶ マ 電 
5 中 人 a た に 
8 仙  eeeeezgE 全 潤一 ら 
2 | 集 | 半生 間 目 る 付す を る 県 女 れ 
1 は 電 月 3 り ユ 、 
| | 全 科 じ た た 
1 前 生計 608 補い ち 遍 
ぐ 社 明 使 動 8 ま に 
PD 導 朋 あ を と 8 る の 全 
0 
3 5 請 記 全能 は 電 生 
三 | に ご | 話 玉 人質 選 1 【 さ 
ト 六 弥 カ 12 者 醒 ? 時 が 
3 肖 計時 間 9 間 四 員 ' 芝 
9 を | 細 計 計上 当 | 前 保 
4 |!| 科 旧 生島 森川 前 | 号 a 各 
2| | 吉 閑 議 に 
を 正 H 
8 他 呈 神 科 解 で 
1 1 和 フイ 7 月 29 日 、 覚 せい 剤 取締 法 違 反 の 罪 で 起 販 され て いた 元 俳優 の 高知 東生 被告 (本 
月 27 山 相 1388 号 名 ・ 大 崎 丈二 、51) が 保釈 さ 。 湾 岸 警 察 箸 の 正面 玄関 か ら 
1 人 人 昧 人 次 を 現 わ し た 高知 被告 は 集まっ た 報道 陣 に 深々 と 頭 を 下げ た 。 天 の 高島 礼子 (52) 
0 昔 千 素 へ の 思い を 聞か れる と 、「 早 く 会 いた いで す 」 と 涙 を 見 せ た 。 


次 号 の FLASH は 大 増 ペ ー ジ 特大 号 ! 
8 月 12 日 ( 金 ) 発 売 と な り ま す 。 
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人 避 六 澤 離 , 本 其 1 年 wO0rY こ 


マー 


計 勘 向き ゆ は きい 交 
さ ー テ 酔 S 等 圭 ず 計 直さ (1 


IN 
< の と 以 洛 移さ 遼 ご 員 。 中 店 


ご こす 


革 計 は で 40 時 古 交 十 村 TFV 叶 


ziS と の め 潜 交 S 守 riHTF。 
完 引 放 と 0 け 加 酔 9 超 二 両 


すき 居 人 ハー て さす YO と 
で ゆ 路 rt は さ で すい 楼 S 難 洪 


いう か 、 フ ジ タ は と ろ に 近づき た 
いま す が 、 と ろ は そ 


ます 。 フ ジ タ は 永遠 の 片思い ボー 
イ で す 。 け っ し て 仲 よ し で は な い 
2 匹 で す が 、 ご は ん は 並ん で 食べ 
ます 。 そ し て 、 お 互い が お 互い の 
食べ 残し を 狙い ます 。 


あな た の 家 の か わい い ネ コ 、 ぜ ひ FLASH で 自慢 し て くだ さい 。 


ご 店 は こち ら ま で 。 


著書 に 「 み さ お 
(リプ ロア ル テ .) 発売 中 


写真 は 画像 デー タ で お 願い し ます 。 投稿 の 際 に は 〒 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 職 業 ・ 電 話 番号 を 
忘れ ず に 。 採用 者 に は 本 誌 写 真 部 が 作品 を A4 サ イズ に プリ ント し て 差し 上 げ ま す 。 


伊原 美代子 


ふく まる 』 (リト ル モ ア )。 写真 集 「 ふ くま る て く て く 」 
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